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１）事業目的

一般国道１号藤枝岡部ＩＣ関連は、静岡県藤枝市仮宿から同市岡部町

入野に至る延長２．１kmの一般国道１号であり、新東名高速道路と一般

国道１号藤枝バイパスを直結する道路です。

本道路は、特に次の３点を目的として事業を推進しています。

① アクセス機能の強化

② 地域活性化の支援

③ 緊急時の代替路の確保

一般国道１号藤枝岡部ＩＣ関連は、静岡県藤枝市仮宿から同市岡部町

入野に至る延長２．１kmの一般国道１号であり、新東名高速道路と一般

国道１号藤枝バイパスを直結する道路です。

本道路は、特に次の３点を目的として事業を推進しています。

① アクセス機能の強化

② 地域活性化の支援

③ 緊急時の代替路の確保

（１）藤枝岡部ＩＣ関連の事業概要（１）藤枝岡部ＩＣ関連の事業概要

１．藤枝岡部ＩＣ関連の事業概要

２）計画概要

●事業名 ：一般国道１号藤枝岡部ＩＣ関連

●起終点 ：（起点）静岡県藤枝市仮宿

（終点）静岡県藤枝市岡部町入野

●延長 ：２．１ｋｍ

●道路規格 ：第１種３級

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

●車線数 ：２車線

●都市計画決定 ：平成３年度

●事業化 ：平成７年度

●用地着手年度 ：平成９年度

●工事着手年度 ：平成１６年度

●前回の再評価 ：平成１６年度（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：約３１３億円

●事業名 ：一般国道１号藤枝岡部ＩＣ関連

●起終点 ：（起点）静岡県藤枝市仮宿

（終点）静岡県藤枝市岡部町入野

●延長 ：２．１ｋｍ

●道路規格 ：第１種３級

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

●車線数 ：２車線

●都市計画決定 ：平成３年度

●事業化 ：平成７年度

●用地着手年度 ：平成９年度

●工事着手年度 ：平成１６年度

●前回の再評価 ：平成１６年度（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：約３１３億円

ふじえだ おかべ

ふじえだ おかべ

ふじえだ おかべ しずおか ふじえだ かりやど おかべ

いりの

ふじえだ

しずおか ふじえだ かりやど

しずおか ふじえだ おかべ いりの

ふじえだ おかべ

― 1 ―



至

名
古
屋

至

東
京

(仮称)
三ケ日JCT

(仮称)
引佐JCT

(仮称)
浜北IC

(仮称)森掛川IC

(仮称)
金谷IC

(仮称)
藤枝岡部IC

(仮称)
吉原JCT

(仮称)
静岡IC

(仮称)
伊佐布IC

(仮称)
清水IC

(仮称)
富士IC (仮称)

長泉
沼津IC

(仮称)御殿場JCT

(仮称)御殿場IC

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

至 佐久至 飯田

藤 枝 岡 部 Ｉ Ｃ 関 連 の 全 体 位 置 図

藤 枝 岡 部 Ｉ Ｃ 関 連 の 標 準 断 面 図

ふ じ え だ お か べ

ふ じ え だ お か べ

― 2 ―

藤枝岡部ＩＣ（仮称）

新東名高速道路

広幡ＩＣ
一般国道１号藤枝バイパス

至東京

至名古屋

至焼津ＩＣ

一般国道１号藤枝岡部ＩＣ関連

将来供用時イメージ

一般国道１号藤枝バイパス

至東京

至名古屋

至焼津ＩＣ H18.3 現在

新東名高速道路

一般国道１号
藤枝岡部IC関連

一般国道１号

県道

＜　凡 例　＞

東海道新幹線

新東名高速道路

東名高速道路

主な有料道路

国道（直轄）

国道（県管理）

＜　凡 例　＞
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至 名古屋

至 名古屋

至 東京

至 東京

内
谷
Ｉ
Ｃ
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幡
Ｉ
Ｃ

薮
田
東
Ｉ
Ｃ

仮宿交差点

至 東名焼津IC



１）事業の進捗状況及び進捗率

（２）事業の進捗状況（２）事業の進捗状況

（３）事業進捗の見込み（３）事業進捗の見込み

■事業進捗率は約８０％ 、用地取得率は１００％に至っています。

（平成２１年度末見込み）

■平成２０年度までは地盤改良工及び橋梁下部工を実施しており、平成

２１年度より橋梁上部工に着手しています。

■事業進捗率は約８０％ 、用地取得率は１００％に至っています。

（平成２１年度末見込み）

■平成２０年度までは地盤改良工及び橋梁下部工を実施しており、平成

２１年度より橋梁上部工に着手しています。
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資料：NEXCO中日本HP・静岡市HP

■新東名高速道路（御殿場ＪＣＴ～引佐ＪＣＴ）の進捗状況を踏まえつ

つ、早期供用を目指す。

■新東名高速道路（御殿場ＪＣＴ～引佐ＪＣＴ）の進捗状況を踏まえつ

つ、早期供用を目指す。

東海道新幹線

新東名高速道路

東名高速道路

主な有料道路

国道（直轄）

国道（県管理）

＜　凡 例　＞



藤枝
工業団地

(仮称)
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周辺生活道路

藤枝市
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２．事業の必要性

（１）事業を巡る社会情勢の変化（１）事業を巡る社会情勢の変化

１）高速道路へ接続するアクセス路の機能不足

■新東名高速道路に接続する(県)静岡朝比奈藤枝線、(主)焼津森線は、

幅員が狭くかつ市街地を通過していることから、大型車の通行が困難

な箇所が多数あり、アクセス路としての機能が不足しています。

■また(県)静岡朝比奈藤枝線は住宅地を通過する区間で交通事故が多発

しており、 (主)焼津森線では地元住民から沿道環境の保全が望まれ

ています。

■新東名高速道路に接続する(県)静岡朝比奈藤枝線、(主)焼津森線は、

幅員が狭くかつ市街地を通過していることから、大型車の通行が困難

な箇所が多数あり、アクセス路としての機能が不足しています。

■また(県)静岡朝比奈藤枝線は住宅地を通過する区間で交通事故が多発

しており、 (主)焼津森線では地元住民から沿道環境の保全が望まれ

ています。

◆ 道路ネットワークと沿道状況

(主)焼津森線 沿道状況

※1：第1種低層住居専用地域、第2種低層住居専用地域、第1種中高層住居専用地域、第2種中高層住居専用地域

※2：工業専用地域、工業地域、準工業地域 ※3：商業地域、近隣商業地域

藤枝岡部ICへ

鋭角交差点で左折が困難

道幅が狭く通行困難

※生活道路死傷事故件数

：（主）焼津森線・（県）静岡朝比奈藤枝線の死傷事故件数

Ｈ16～Ｈ18死傷事故件数：交通事故統合データベース

Ｈ19・Ｈ20死傷事故件数：静岡国道事務所資料

※藤枝市事故件数：平成20年交通年鑑（静岡県警本部）

■H16を基準とした事故件数の増減

■ 生活道路の死傷事故発生位置

（平成２０年）

藤枝市全体：減少傾向

生活道路：
約1.5倍

：事故発生地点

信号交差点位置

生活道路の交通事故



２）製造品等企業の進出

■当該事業一帯を東部工業地域として位置付け、誘致活動を推進してい

ます。

■当該事業一帯を東部工業地域として位置付け、誘致活動を推進してい

ます。
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※タウンページの下記業種別より作成

運送：倉庫を持たない小規模なものは除く

倉庫：営業所、事務所等はのぞく

※H16以降藤枝市進出企業：藤枝市資料

◆ 地域開発状況

※H21.1現在の市町村で集計（37市町）

資料：H19工業統計調査（経済産業省）

◆ 静岡県内における

藤枝市の製造品出荷額順位

袋井市10袋井市10

吉田町8掛川市8

沼津市7磐田市7

静岡市6焼津市6

藤枝市5島田市5

長泉町4藤枝市4

富士市3御殿場市3

富士宮市2浜松市2

掛川市1静岡市1

化学工業家具・装備品製造業

◆ 藤枝市の主要産業

化学工業, 26%

輸送用機械器具製造業,

11%

飲料・たばこ・

飼料製造業, 19%

輸送用機械器具

製造業, 12%

一般機械器具

製造業, 9%

木材・木製品製造業

（家具を除く）, 4%

その他, 14%

家具・装備品製造業, 3%

金属製品製造業, 4%

電気機械器具

製造業, 5%

■藤枝市の製造品出荷額内訳

製造品出荷額
約4,200億円

資料：H19工業統計調査（旧藤枝市と旧岡部町の合計値）



３）緊急時ネットワークの脆弱性

■国道１号及び東名高速道路は、静岡県を横断する主要幹線ですが、大

規模震災発生時の推定震度が高い箇所を通過しています。

■大規模震災発生時には、柔軟な代替路の選択が可能なネットワークが

望まれます。

■国道１号及び東名高速道路は、静岡県を横断する主要幹線ですが、大

規模震災発生時の推定震度が高い箇所を通過しています。

■大規模震災発生時には、柔軟な代替路の選択が可能なネットワークが

望まれます。
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◆ 地震発生時の国道１号の渋滞状況（静岡沖地震 H21.8.11 AM5:07発生 駿河湾M6.5 大震度6弱）

※通行止め表示（黄色：焼津IC～袋井IC）は8月13日時点
※通行止め時：実走計測
※通常時：道路時刻表（’07～’08版） より算出
※写真：国道1号CCTV画像
※※通行止時最大所要時間256分：8月13日14：00 観測値

番生寺 上下

国道１号上り 堀越IC⇒広幡IC間

通常時 ：５０分

通行止め時：８３～２５６分※※

通行止め時 通過所要時間（17時台）

〔上り〕堀越IC→広幡IC 〔下り〕堀越IC←広幡IC

175分
154分

222分 220分
197分

0

50

100

150

200

250

8/11 8/12 8/13 8/14 8/15

93分

146分

0

50

100

150

200

250

8/11 8/12

岡部ＴＮ 下り

※8月15日 24：00 全線規制解除 ※8月13日 0：00 下り線規制解除

通常時
：50分

■東海地震の推定震度分布

上り
H21/8/11～

8/15/24:00
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１）アクセス機能の強化
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（２）事業の投資効果（２）事業の投資効果

■藤枝岡部ＩＣ関連の整備により新東名高速道路へのアクセス機能が強

化され、地域道路ネットワークが充実します。

■通過交通と生活交通の分散が図られることによって、アクセス性向上、

交通安全、沿道環境保全を確保できます。

■藤枝岡部ＩＣ関連の整備により新東名高速道路へのアクセス機能が強

化され、地域道路ネットワークが充実します。

■通過交通と生活交通の分散が図られることによって、アクセス性向上、

交通安全、沿道環境保全を確保できます。

◆ (主)焼津森線と藤枝岡部IC関連の標準断面

藤枝岡部IC関連

（B-B’断面）

中央分離帯の設置により、正

面衝突などの重大事故が発生し

にくい構造となっています

信号交差点位置

：住居専用地域 ※1

：工業地域 ※2

：商業地域 ※3

用途地域区分

焼津森線

（A-A’断面）

◆ アクセス機能の強化

＜参考＞

■静清バイパスＨ１６～１９死傷事故率

対面通行正面衝突率 ：１．２１件／㎞

非対面通行正面衝突率：０．０６件／㎞

→対面通行の１／２０
資料：静岡国道事務所資料

■藤枝岡部IC関連整備による

大型車混入率の変化

将来交通量：H42交通量推計結果
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Ｉ
Ｃ

東部工業地域

２）地域活性化の支援

■製造業の進出が進む中、藤枝岡部ＩＣ関連により高速道路への交通ア

クセスが向上し、当該地区への企業進出をバックアップします。

■製造業の進出が進む中、藤枝岡部ＩＣ関連により高速道路への交通ア

クセスが向上し、当該地区への企業進出をバックアップします。
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資料：藤枝市企業立地推進ビジョン Win-Winプランふじえだ
藤枝市マスタープラン（平成13年～平成32年）

※タウンページの下記業種別より作成

運送：倉庫を持たない小規模なものは除く

倉庫：営業所、事務所等はのぞく

※H16以降藤枝市進出企業：藤枝市資料

◆ 藤枝市の整備方針

6年間で37企業が進出

◆ 藤枝岡部IC関連周辺への企業進出状況

資料：藤枝市資料

■H16以降進出企業の累計数

◆ 新産業地ゾーン

(藤枝市総合計画・後期計画 Ｈ18.3)

新東名自動車道の(仮称)藤枝岡部イン

ターチェンジ周辺及び現東名自動車道の新

インターチェンジ付近は、工業・流通業務

に加え研究開発、情報関連などの分野を含

めた、先端産業の誘導に努めます。

事業経過…用地買収に向けて地元説明着手



３）緊急時の代替路の確保

■新東名高速道路と併せて藤枝岡部IC関連が供用することにより、国道

１号や東名高速道路が被災した際には、藤枝岡部IC関連をアクセス道

路とし、新東名高速道路が国道１号、東名高速道路の代替路として機

能します。

■新東名高速道路と併せて藤枝岡部IC関連が供用することにより、国道

１号や東名高速道路が被災した際には、藤枝岡部IC関連をアクセス道

路とし、新東名高速道路が国道１号、東名高速道路の代替路として機

能します。
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◆新東名高速道路の大井川橋の緊急開放

平成21年8月に発生した駿河湾を震源地とする地震に伴

い、東名高速道路が、上り線で５日間に渡り通行止めと

なった際には、地域生活への影響軽減のため、建設中の

新東名高速道路を迂回路として開放しました。

◆協定に基づいて行われた訓練

NEXCO資料より

平成16年8月に静岡県と締結し

た協定に基づいて行われたもの

で、大規模災害が起こった際、

建設中の新東名が「緊急輸送

路」として活用され、被害拡大

の抑制や早期復旧に役立つこと

が期待されています。

▲ 新東名 猿田川橋
▲新東名の開放
平成21年8月15日（土） 中日新聞

▲東名通行止めにより混雑が発生
平成21年8月13日（木） 中日新聞



４）費用便益比（Ｂ／Ｃ）

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費

走行時間短縮便益 ：藤枝岡部ＩＣ関連未整備の場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）

から、完成供用した場合の走行時間費用を減じた差額

走行経費減少便益 ：藤枝岡部ＩＣ関連未整備の場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・

チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、完成供用した場合の走行

経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、

車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等）

：藤枝岡部ＩＣ関連未整備の場合の交通事故による社会的損失額（人的損

害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、完成供用した場合の

交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：

運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け

る車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

交通事故減少便益

事 業 費 ：藤枝岡部ＩＣ関連の完成供用に要する費用（工事費、用地費等）

維 持 管 理 費 ：藤枝岡部ＩＣ関連の完成供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃

費、照明費等）

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝
３４３億円 ＋ ８１億円 ＋ １８億円

３３９億円 ＋ ７．８億円

＝
４４２億円

３４６億円
＝ １．３

◇Ｂ／Ｃ（残 事 業） ＝
３４３億円 ＋ ８１億円 ＋ １８億円

６０億円 ＋ ７．８億円

＝
４４２億円

６８億円
＝ ６．５

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と追加的に
発生する便益を対象として算出した。

前回再評価（Ｈ１６）時

今回再評価時

【前回評価からの主な変更点】

・評価対象期間の見直し（４０年→５０年）

・費用便益マニュアルの改定による車種別の時間価値原単位等の変更

・将来の総走行台キロの改定

○前回評価時の費用便益との比較

Ｂ／Ｃ （事業全体）： （残事業）：

Ｂ／Ｃ （事業全体) ： （残事業）：

２．１

１．３

２．７

６．５

― 10 ―



３．コスト縮減や代替案立案の可能性

（２）代替案立案等（２）代替案立案等

■残事業費約７０億円のうち、約２．６億円（約４％）のコスト縮減を

図ります。

■そのうち、主な縮減内容は以下の通りです。

・盛土区間の縦断線形の見直し・・・・・・・・・・・約１．１億円

・軟弱地盤対策工の見直し・・・・・・・・・・・・・約１．５億円

■今後も、コスト縮減に努めながら引き続き事業を推進します。

■残事業費約７０億円のうち、約２．６億円（約４％）のコスト縮減を

図ります。

■そのうち、主な縮減内容は以下の通りです。

・盛土区間の縦断線形の見直し・・・・・・・・・・・約１．１億円

・軟弱地盤対策工の見直し・・・・・・・・・・・・・約１．５億円

■今後も、コスト縮減に努めながら引き続き事業を推進します。

（１）コスト縮減（１）コスト縮減

■事業手法、施設規模等の見直しの可能性については、藤枝岡部ＩＣ関

連が地域と藤枝岡部ＩＣ間を 短距離で結ぶ路線であり、他に地域交通

への負担を軽減し、安全・安心に通行できる代替路が無いことから、計

画の変更は困難です。

■事業手法、施設規模等の見直しの可能性については、藤枝岡部ＩＣ関

連が地域と藤枝岡部ＩＣ間を 短距離で結ぶ路線であり、他に地域交通

への負担を軽減し、安全・安心に通行できる代替路が無いことから、計

画の変更は困難です。
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◆ 盛土区間の縦断線形の見直し

【見直し前】

盛土高 １２．２ｍ

改良工事費 ８．７３億円

【見直し後】

盛土高 １０．２ｍ

改良工事費 ７．６０億円

○ 盛土高の減少により、

土工量及び擁壁類の縮減が

可能となり、 L=880m間に

わたり改良工事費を削減

◆ 軟弱地盤対策工の見直し

1,300

1,300

2,600

1,000

1,000

2,000

１．１億円の

コスト縮減

○ 安定対策工法において改良径を大口径とすることで工事費を削減

【見直し前】

軟弱地盤対策工事費 ４．７億円

【見直し後】

軟弱地盤対策工事費 ３．２億円

１．５億円のコスト縮減

打設本数 ５０本／１００㎡ 打設本数 ３０本／１００㎡

（４０％の本数を削減）



４．対応方針（原案）

以上のことから藤枝岡部ＩＣ関連事業を継続する。

③コスト縮減・代替案立案の可能性

①事業の必要性に関する視点

②事業進捗の見込みの視点

平成１６年度の事業評価監視委員会から５年間が経過したところから、以下の
３つの視点で再評価を行いました

４．対応方針（原案）

ふじえだ おかべ

事業を巡る社会情勢の変化
■高速道路へ接続するアクセス路の機能不足

■製造品等企業の進出

■緊急時ネットワークの脆弱性

事業を巡る社会情勢の変化
■高速道路へ接続するアクセス路の機能不足

■製造品等企業の進出

■緊急時ネットワークの脆弱性

事業の投資効果
■アクセス機能の強化

■地域活性化の支援

■緊急時の代替路の確保

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．３

残 事 業の投資効率性の評価 ＝ ６．５

事業の投資効果
■アクセス機能の強化

■地域活性化の支援

■緊急時の代替路の確保

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．３

残 事 業の投資効率性の評価 ＝ ６．５

事業の進捗状況
■用地取得率は１００％

■事業進捗率は約８０％（平成２１年度末見込み）

事業の進捗状況
■用地取得率は１００％

■事業進捗率は約８０％（平成２１年度末見込み）

事業進捗の見込み
■国道１号藤枝岡部ＩＣ関連：Ｌ＝２．１ｋｍ について、新東名高速道路（御殿

場ＪＣＴ～引佐ＪＣＴ）の進捗状況を踏まえつつ、早期供用を目指す

事業進捗の見込み
■国道１号藤枝岡部ＩＣ関連：Ｌ＝２．１ｋｍ について、新東名高速道路（御殿

場ＪＣＴ～引佐ＪＣＴ）の進捗状況を踏まえつつ、早期供用を目指す

コスト縮減や代替案立案の可能性
■残事業費約７０億円のうち、約２．６億円(約４％)のコスト縮減（主な縮減内

容：盛土区間の縦断線形の見直し、軟弱地盤対策工の見直し）

■地域と藤枝岡部ＩＣ間を 短経路で結び、他に地域交通への付加を軽減し、

安全・安心に通行できる代替路が無いことから、計画の変更は困難

コスト縮減や代替案立案の可能性
■残事業費約７０億円のうち、約２．６億円(約４％)のコスト縮減（主な縮減内

容：盛土区間の縦断線形の見直し、軟弱地盤対策工の見直し）

■地域と藤枝岡部ＩＣ間を 短経路で結び、他に地域交通への付加を軽減し、

安全・安心に通行できる代替路が無いことから、計画の変更は困難
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